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研究成果の概要（和文）：季節性インフルエンザの学級閉鎖の効果について定量的に評価することを目的とし、
高校での欠席者と地域の流行データに基づく数理モデルを用いて分析した。また、小学校において調査を実施し
た。分析の結果、高校では季節性インフルエンザに対して学級閉鎖が有効であることが認められた。さらに、ウ
イルスの蔓延を抑制する効果を維持しながら、生徒の教育活動への影響を最小限に抑えるために閉鎖のタイミン
グと期間を検討した。また、小学校のアンケート調査からは、学級閉鎖に関する経験的知見を得ることができ
た。以上から、科学的根拠に基づいた学級閉鎖の実施基準と、学校における流行予測に基づく保健管理の可能性
を示した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to analyze and evaluate quantitatively the effects of class
 closures at schools using a mathematical model based on absentee data at high schools and local 
epidemic data. A survey at elementary schools was also conducted. 
As a result of the analysis, class closure was found to be effective against seasonal influenza in 
high schools. Furthermore, we considered the timing and duration of closures to minimize the impact 
on educational activities of students while still being effective in controlling the spread of the 
virus. In addition, we were able to obtain empirical knowledge about class closures from a survey at
 elementary schools. 
Based on the above, we have provided scientifically based criteria for the implementation of class 
closures, and have clarified the possibility of health management based on epidemic prediction in 
schools.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究により、学校における季節性インフルエンザの流行状況と学級閉鎖の実際、学校の判断規準と考え方の
分布を調査し、数理モデルから計算される学級閉鎖の効果と評価について検討することは、学校での感染症対策
のひとつである学級閉鎖の状況をきちんと反映した形での、根拠のある学級閉鎖の意思決定に貢献できる。
　さらに、各学校の季節性インフルエンザの流行抑止と教育活動に応じた効果的な学級閉鎖が明らかになれば、
学校での流行抑止により地域にとっても感染者数を最小にすることにつながるとともに、児童生徒への学級閉鎖
等による負担の最小に貢献することが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 

季節性インフルエンザの学級閉鎖は、学校での流行状況に応じて実施されている。学級閉

鎖の開始時期や期間等の検討は、感染症の拡大抑止と教育の保障などから判断が容易でな

いこともある。学級閉鎖の評価については研究が進められているが、評価方法はさまざまで

あり、検討が続けられている。 

 学校では、学校保健安全法、新型インフルエンザ行動計画、「学校において予防すべき感

染症の解説」等をもとに、感染症対策が行われており、養護教諭には基本対策に加えて、応

用し実践できる感染症への対応が期待されている。高等学校養護教諭を対象にした申請者

らの調査においては、特に学級閉鎖を判断する際にさらなる科学的根拠が求められていた。 

学級閉鎖の効果を定量的に示し、有効性を評価することは、学級閉鎖の実施を検討する際

の一助となり、今後の学校での対策につながることが期待できると考える。 

 

２．研究の目的 

 

本研究の目的は、「学級に感染者が出現した場合に、学級単位の流行拡大の可能性を予測

し、より有効な学級閉鎖をすることができれば、感染者が最少になる」という仮説をたて、

数理モデルを用いたシミュレーションによる流行予測及び検証である。  

感染症数理モデルに学校の実態を考慮したパラメータを加え、新たに包括的なインフル

エンザ流行予測モデルとして構築する。これまでの学校での研究が欠席者累積データであ

ったもの、学級閉鎖後のモデルであったものに加え、新たに、個々の欠席期間などの流行デ

ータ、学校対応の現状と特性の分析を加え、さらに予測モデルを構築することで創造的な研

究を行う。実際の流行に基づくモデルのパラメータ推定によって、現実に即した評価を行う。 

 

３．研究の方法 

 

季節性インフルエンザに対応した学級閉鎖の有効性を評価するために、インフルエンザ

による学校の欠席者と地域の罹患者を分析する。インフルエンザのまん延抑止の有効性を

判断するための枠組みを持った数理モデルを構築し、学級閉鎖の効果と効率性を分析・評価

する。感染症の固有の条件（感染経路、潜伏期間など）や既に示されている包括的な感染症

モデルをもとに、現実の流行データを分析することでより現実味ある感染症数理モデルと

する。現実的に、信頼度の高い数理モデルによるシミュレーションを行うために、実際の流

行に基づくパラメータ推定を行う。学校の特性を考慮してインフルエンザのまん延抑止が

有効となる科学的根拠に基づく条件を明確に提示することを目指す。また、学校を対象に調

査を行い、学級閉鎖の判断基準や実施、検討する際の考慮について実際を明らかにし、学級

閉鎖時に感染拡大抑止と教育活動の継続を検討してきた学校での経験的知見を整理する。 



４．研究の成果 

  

 高等学校における季節性インフルエンザによる学級閉鎖の効果について、岩国市の 4 つ

の高校と地域の 3シーズン（2016/17-2018/19）の流行を分析した。 

数理モデルによる分析では、流行データに基づいて実際の流行に近い形で推定した。学級

閉鎖 1 日あたりの感染者数の減少から学級閉鎖の効果を評価した。シミュレーションの結

果、学級閉鎖 1 日あたりの累積欠席日数の減少が最も大きかったのは、4日間の学級閉鎖で

あった。学級閉鎖が 4日間続いた場合、学級閉鎖 1日あたりの累積感染者数の減少は、閉鎖

の時期が早いほど大きかった。人日あたりの学級閉鎖回数の減少率は、タイミングが 7.5％

と 10.0％の場合に最も高かった。累積罹患率の減少には確率的変動により大きなばらつき

が認められた。 

本研究の結果、生徒の感染者数および学級閉鎖による欠席者数を最小にする学級閉鎖は、

閉鎖のタイミングが感染した生徒数がクラスの 7.5％または 10％を超えた時で、期間は 4日

であった。学級閉鎖は長期的には効果を示したが、確率変動の影響を受ける可能性が考えら

れた。 

 

小学校での季節性インフルエンザ流行時の学級閉鎖について、2021 年 8 月から 9 月に、

兵庫県、岡山県、広島県、及び山口県の公立小学校の養護教諭を対象に郵送による調査を実

施、714 校の回答を得た（回収率 37.9%）。 

季節性インフルエンザの学級閉鎖基準が設けられていた小学校は 398 校（55.7％）であっ

た。学級閉鎖の開始時期の判断は、インフルエンザによる欠席者のみを対象としている学校

が 202 校（50.8％）、欠席者と有症者の両方を対象としている学校が 122 校（30.8％）であ

った。欠席者のみで判断する場合は、学級の欠席者の割合が 20％または 30％で閉鎖を決定

する学校が多かった。学級の欠席者と有症状の出席者を合わせた割合で判断する学校は、

30％で閉鎖を決定する学校が最も多く、次いで 20％の時であった。学級閉鎖の規定がある

学校では、期間は 3日間が最も多く、７割の学校でその都度に検討していた。小学校が学級

閉鎖を判断する際には、学校医の意見、学校行事、土日との調整、養護教諭の意見を考慮し

て検討していた。季節性インフルエンザによる学級閉鎖の影響としては、閉鎖中の児童のイ

ンターネットやゲーム時間の延長、及び養育についての心配が多かった。 

季節性インフルエンザによる学級閉鎖は、小学校において感染症のまん延抑止と同時に、

教育活動の低減を鑑み慎重に検討されていた。より最適な学級閉鎖の判断をするためには、

学校医の意見と科学的根拠、及び養護教諭による児童の健康情報の分析が大切と考えられ

た。 
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